板ば さみ 

オイゲン . チ リコ フ 

森林 太郎訳 



プ ラトン . ァレク セェヰ ツチ ュ . セレダ は 床の 中で 

ぢっ として ゐる。 死んで ゐ るかと 思 はれる 程で ある。 

鼻 は 尖って、 干からびた 顔の 皮 は 紙の やうに なって、 

まはリ がんく わ 

深く 陥った、 周囲の 輪廓の はっきりして ゐる 眼窩 は、 

うえした あら は 

上下の 瞼が 合 はない ので、 狭い 隙間 を 露して ゐる。 

その 隙間から、 これが 死 だと 云 ふやう に、 濁った、 ど 

ガラス めだま 

ろん とした、 硝子め いた 眼球が 見える。 

室内 は 殆ど 真暗で ある。 薄板 を 繋いだ 簾が 卸して 

あるので、 そこから 漏れて 来る日の 光が、 琥拍の やう 

な 黄 を 帯びて、 一 種 病的な 色 をして ゐる。 人 を 悲しま 

せて、 同時に 人 を 興奮させる 色で ある。 暗い 片隅に は、 



聖像の 前に 燈 明が 上げて ある。 このち らくす る 赤い 

火が あるた めに、 部屋が 寺院に ある 龕 か、 遺骨 を 納め 

る石窟 かと 思 はれる。 

黒い 服 を 着た、 痩せた 貴婦人が、 苦痛 を 刻み 附 けら 

れた顔 をして、 抜 足 をして、 出たり 這 入ったり する。 

これが 病人の 妻 グラフ イラ. イワノフ ナ である。 女 は 

耳を澄まして、 病人の 寐息を 開く。 それから 仰向いて、 

燈 明の 小さい 星の やうに 照って ゐる 奥の 聖像 を 見る。 

それから 痩せて、 骨ば かりにな つて ゐる 両手で、 胸 を 

しっかり 押へ て、 唇 を 微かに 動かす。 

折々 は 大学の 制服 を 着た 青年が 一 人、 不安ら しい 顔 



てゐ て、 もうこ はく もなん ともなく なった。 

「お 父う さん はま だお 目が 醒めない かい。」 と、 母が 問 

うた。 

「い-え。」 

「もう 一 遍 行って 見て お出。」 

「こ はい わ。 お 父う さんが こ はい 顔 をして ゐ るの だ も 

の。」 おもちゃ にして ゐた毬 の 手 を 停めて かう 云った 

とき、 娘の 顔 は 急に 真面目に なって、 おつ 母さん そつ 

くりに 見えた。 

「馬鹿な 事 をお 言 ひなさい。」 

「だって、 お 父う さんの 目 丈が あたい を 見て ゐて、 お 



戸 を 開けに 立った。 来たの が 医者 だと 云 ふこと は 知つ 

てゐ るので ある。 併し 学生が 一 足 先き に 出て、 戸 を 開 

けた。 

「先生です。」 学生 は 隕星の やうに 室内 を、 滑って 歩き 

ながら、 かう 云った。 

学生 は 学士 シメ オン • グリゴリ ェヰ ツチ ュを 信頼し 

てゐ る。 学生の 思 ふに は、 今此 家で 抜 足 をせ ずに 歩い 

て、 声高に 物 を 言って、 どうかす ると 笑ったり、 笑談 

を 言ったり すると 云 ふ 権利 を 有して ゐる もの は、 此学 

士 ばかりで ある。 

学士 は 玄関で さ うん \ しい 音 を させて ゐる。 ゴ ム沓 



「あの 矢 張 休んで ゐ ます。 先程お 茶と パン を 一 つ 戴き 

ました。 右の 手 はま だ ちっとも 動きません。 足の 方 も 

動きません の。 それに 目 も片々 は 好く 見えない と 申し 

ます 力 」 

「好う がす、 好う がす。 何も そんなに 心配な さらな く 

て も 宜しい。 沓 がき ゆつ き ゆと 云 ふに は 驚きました よ- 

列 氏 十八 度です からね。」 

学士 は カナリア 鳥 をち よいと 見て、 ニノ チ ユカの 少 

し 濃い 明色の 髪 を 撫でて、 かう 云って 揶揄った。 

「どうだい。 蜻艇。 旨く 飛べる かい。」 

「あた ぃ蜻艇 なんか ぢ やなく つてよ。」 



かちい ろ 

柔 かさう に 褐色に 焼けて ゐて、 薫が 好い。 その 薫 を 嗅 

まはリ 

いで ゐるボ ロニ ュ 産の 小 狗は、 舌 を 出して 口の 周囲 を 

ぜん 

舐めながら、 数日 前に 主人に じゃれた やうに、 学士に 

じゃれる。 何もかも 不断の 通りで、 何事 もあった らし 

く はない。 矢 張い つもの やうに、 今 持って来 たばかり 

の ボシェ ホン ス キイ. ヘロルド 新聞 も、 卓の 上に 置い 

インキ 

て ある。 この 地方 新聞 は 活版の 墨汁の 匂、 湿った 紙の 

句、 それから 何 か 分からない、 或る 物の 句が する。 一 

体 夫人の 言ひ附 けで、 もう 此 新聞 を 目に 見える 処へ持 

つて 来て はならない ことにな つて ゐ るの を、 女中が 忘 

れて、 っひ此 卓の 上に 置いた ので ある。 



う も そんな 都合の 好い 事に はなります まいと 存じます- 

あんなに 弱り切って ゐ ますから ね。 まあ、 なんと 云 ふ 

厭な 新聞で せう。 わたくし 共 一家が 立ち行かなくなる 

の は、 あの 新聞のお 蔭で ございます。 宅 は 検閲官と い 

ふ ものに なりました、 あの 日から 不為 合せに なった の 

でございます。 毎日 々々喧嘩が あります。 大 声を立て 

る。 訴訟 沙汰 や、 面倒な 事が 出来る。 それで 宅 は 気が 

苛々 いたして まゐ りまして、 物 をお いしく 戴く ことが 

出来なくなります し、 夜 もお ちく 休む ことが 出来な 

くな りました ので ございます。 段々 にかう 気が 鬱 して 

まゐリ まして、 自分が 悪人で 人が 自分 を摑 まへ て 為 置 



きに でもいた さう として、 網 を 張って ゐる やうな 心 持 

になり まして、 此ニ 三年と いふ もの は、 気抜けが した 

やうに、 ぶら/^ して ゐ ましたので ございます。 そし 

てとう/^ あんな 風に なりまして。」 初めは 少し 気が 

晴れた 様子で、 深い 息をして 言 ひ 出した のが、 しま ひ 

に は 又 悲しげに なって、 とう/ \ ハンカチ ィフを 出し 

て 目 を 押へ た。 「とう/^ あんな 風に なりまして」 と、 

二度目に 繰り返す 声 は、 聞き取 リ にくい 程 微かで あつ 

た。 

「成 行を考 へて 見ます と 悲しう ございます」 と、 夫人 

は 病気の 顛末 を 話した。 



つ くタ 5 

ある 卓 を 中心に した 倶楽部との 外に 出で ない。 一切 

の 事物が 平穏に 経過して 行く。 譬 へば 軌道の 上 を 走る 

やうな 生活で ある。 極まった 年限 を 勤める ごとに、 き 

ちんと 進級す る。 一度 は 珍ら しく ス タニス ラウスの 三 

等 勲章 を 貰った こと も ある。 家族が 殖える と 同時に、 

俸給が 増す。 

高等学校に 入れて ある 淬は、 好い 成績 も 得ない が、 

それ だと 云って、 進歩の 悪い 方で もない。 足で 蹴られ 

る 小 桶の やうに、 下の 級から 上の 級へ 押し遣られて ゐ 

る。 娘 ニノ チ ユカ は 段々 大きくなる。 カナリア 鳥 は 囀 

る。 イイ スタァ 祭になる と、 賞与 を 貰 ふ。 



春夏秋冬が 交る，^ 過ぎて、 幾年に かなった。 相応 

な 年配に なると、 病気が 出る。 痔が 起る。 頭が 秀げ る。 

顔の 皺が 段々 繁 くなる。 とう/ \プ ラトン は 五十八 歳 

になった。 

プ ラトン は 年齢の 割に は 丈夫で ある。 外の 人 はま だ 

下級 参事官で ゐる うちに、 標本の やうに 干からびた リ、 

考古学の 参考品の やうな 形に なったり する。 プ ラトン 

ばかり は、 奥さんの 詞で 言へば、 「まだ 御用に 立つ 男」 

である。 当人 ももう 生涯が 残り 少なくな つて、 程なく 

窮屈な 箱に 入れて、 最終の 届 先へ 遣られようと 云 ふ 立 

場に 到着す る箬 でありながら、 そんな 事 は 思 はずに、 



そんなに えらい もの か、 就中 編輯 長 ミハイル. イワ ノ 

ヰ ツチ ュ君 はそんな 大人物 かと、 転た 景 慕の 念に 勝へ 

なかった。 さて 此 ヘロルド 新聞 も 従来 他の 地方に 行 は 

れてゐ る、 有益なる 新聞と 比肩す るに 至らん こと を 希 

望す ると 云 ふとき、 ふいと プ ラトンが 気が 附 くと、 長 

官は 自分の 顔 を 見て ゐ たので ある。 プ ラトン は 慌て \ 

何 か 自分の 服装に 間違った 処 でもない かと、 自分の 体 

ぬす 

を 偸み 視 たが、 なんにも 間違って はゐ ない。 そのうち 

長官の 考が 分か つ た。 長官 は 突然き つ とプ ラトンと 顔 

を 見合せ て、 かう 云った。 

「最後に 一 言附け 加へ て 置きたい 事が ある。 兎角 我国 



りますまい。」 かう 云って 置いて、 一 同に 会釈 をして、 

門へ 出て、 馬車に 乗って 行って しまった。 跡に 残った 

新聞紙の 良友 一 同 は、 長官の 進歩 思想、 人道 思想に 感 

激して 己まなかった。 

それから 午餐会が あった。 我国で は 儀式と か 祭と か 

とむら ひ 

葬 とか 云へば、 午餐会がなくて はならない からで あ 

る。 会は賑 かで、 さ うん \ しく、 愉快であった。 い 

ろくの 演説が あった。 なる 丈 人道的に 立論した いと、 

互に 競 ふらしかった。 料理の 品数が 多くて、 果てしが 

ないやう に 思 はれた。 

新に 生れた 新聞の 代表者 達が、 プ ラトン を 特別に 待 



「どうです、 プ ラトン . ァレク セェヰ ツチ ュ さん、 最 

近の 通信 をもう 一 杯」 と 編輯 長が 侑め る。 

「もう 行けません。 目が 廻り さう です。」 

「そんなら この 「雑報」 の 方に しませう。 どうです。 

これなら、 強 過ぎ はしないで せう。」 

大勢の 人の 声が 入り乱れて 聞え るので、 プ ラトン は 

気が ぼうっと なった。 目の前に は 「記者」 誰彼の 顔が 

見えたり 見え なくなった りする。 プ ラトン は 総ての 新 

聞 社員 を、 通信員、 校正 掛 まで 皆 記者 だと 思って ゐる。 

どれ もく 引き合せられ はした が、 何の 誰 やら、 どん 

な 為 事 をす る 人 やら、 こん がら かって 分から なくなつ 



よしや 鎖に 繫ぐ とも、 

理想 は 死な じ、 とこし へに。」 

社説 記者 は 歌 ひ罷ん で、 「理想 は 死なない。 決して 

死なない ぞ。 諸君」 と 云って、 一人で 万歳 を 叫んだ。 

これに は 誰も 異論 はない。 そこで 万歳に 和して、 又 

杯 を 打ち合せた。 プ ラトンの 処へも 打ち合せに 来た。 

その 時 社説 記者 は、 プ ラトンの 傍へ ずっと 寄って 来て、 

顔を蹙 めて かう 云った。 

「おい。 ホ レエ ショ 君。 (シェ ェクス ピィァ の ハムレ 

ット 中の 人物。) 君 は 厭に 黙り込んで ゐ るね。 君 は 我 

輩 共と 飲んで 丈 はくれ る。 だが ね、 それで は 僕 は 満足 



しない。 一 つ 演説 を 願 はう。 君の 信仰箇条 を 打ち明け 

給へ。 君の ：？rofession de foi をね。 」 

「何 を 言へ と 云 ふので す。」 

「君の プログラム さ。 我輩 共の 新聞に 対して、 君 は ど 

んな 態度 を 取らう と 思って ゐ るの だ。 僕 は 頂 天 立地 的 

の 好漢 だ。 厭に 黙って ゐる奴 は 嫌 ひだ。 おい。 どう だ 

ね。」 

「遣リ 給へ。 遣リ 給へ、 プ ラトン • ァレク セェヰ ツチ 

ュ 君。」 

「東西、 東西。」 

プラト ンは酒 を 一 ぱい 注がれた 杯 を 持って 起った。 



手が 震 ふので、 注いで ある 「外国 通信」 が 翻れた。 頭 

が 変にな つて ゐる。 生れてから 演説と いふ もの をした 

ことがない ので、 なんと 云って 好い か 分からない。 

社説 記者 はプ ラトンが、 まだ みんなが 黙ら ない ので、 

口 を 開かない の だと 思って、 雷の やうな 大声で 「東西」 

と 叫んだ。 

「東西。」 

「諸君」 と 丈 は、 プ ラトンが 先づ 云って、 杯 を 持った 

手 を 少し 前へ 出した。 「わたくし は」 と 続けた が、 さあ、 

跡 をなん と 云って 好い か 分から なくなった。 とうく 

かう 云った。 「わたくし は 当 新聞の 編輯 長 ミハイル- 



イワ ノヰ ツチ ュ君 に対して、 将来 永く 親交 を 継続いた 

さう と 存じて をり ます。 随て当 新聞に 対して、 好意 を 

有する 積り であります。 而 して。 え へん。 而 して。 諸 

君。 わたくし は 編輯 長と 当 新聞との 為め に 祝して、 こ 

の 杯 を 傾けます。」 

社説 記者 は 大声で 叫んだ。 「なんだ。 丸で 内容が 無 

いぢ やない か。 おい。 そんなら 僕の 方から 問うて 遣る- 

言論 は 不朽 だと 詩人が 云 つて ゐ るな あ。 君 は それ を 信 

ずる か、 どう だ。 それ を 我輩 共に 対して 明言して くれ 

給へ。 言 を 左右に 托せないで、 はっきりと 云って くれ 

給へ。」 



ら。 どうか これから も 気を附 けて 下さい。」 かう 云って、 

赤 インキで 消して、 欄外へ 「不認可」 と 大きく 書いて、 

それへ 一 一重 圏点 を附 けた。 

それから は 編輯 長が 自身に 原稿 を 持って来 ると、 こ 

んな 工合に 処置す る ことにな つて ゐる。 

「急ぎの 原稿です ね。 なんにも いか、 V はしい もの は あ 

ります まいね。」 

「ありません。」 

「大丈夫で すね。」 かう 念 を 押して、 弛んで 下へ 落ち 掛 

かった 目 金の 上から、 編輯 長の 顔 を 見る。 

「ないです よ。」 しっかりした 声で 答へ る。 



プ ラトン は 大きい 字で 「認可」 と 書いて 渡して しま 

ふ。 それから かう 云 ふ。 

「どうも わたくし も 一 々読んで 見る こと は 出来ません 

からな。 一体 本職の 方 も 相応に 急がし いのです。 とて 

も 時間がない のです。 それに あなた、 V から、 正直 を 言 

ひます が、 わたくし はもう 大ぶ 年が寄った ものです か 

ら、 何 か 少し 考へ ると、 直ぐに 頭痛が しまして ね。 こ 

れで昔 は 多少 教育 も 受けた のです が、 もう 何もかもす 

つかり 忘れて しま ひました。 どうも 此頃は 健忘と でも 

云 ふ 様な 事が あって、 上役に 挨拶 をす る 時、 間違った 

事 を 言って なりません。 こな ひだ も 皇族に お 目通り を 



の 衝突 は 外交問題で 生じた。 それ はこん な 工合で あつ 

た。 

「もし/^、 プ ラトン . ァレク セェヰ ツチ ュ さんです 

か。 お呼びに なりました か。」 

「さう です、 さう です。」 電話口で かう 云 ひながら、 心 

配げ な 顔 をして ゐる。 

「何 か 御 命令が) /ざ い ます か。 」 

「なに。 わたくし は あなたに 命令 をいた す こと は 出来 

ないです が、 少し 願 ひたい 事が あるので す。 どうも わ 

たくし は 好く 忘れて なりません が、 あなたの 方で 外交 

の 事 を 書いて ゐ るの は。」 



かう 云って ゐる。 

一 一人 は 暫く 言 ひ 争って ゐ たが、 なか/ \ 妥協が 出来 

なかった。 しま ひに プラト ン がかう 云った。 

「なる 程、 革命と いふ ものが 事実 有って 見れば、 その 

事 を 丸で 言 はない わけに は 行かない かも 知れません ね。 

併し 老人が 折り入って 願 ふので すから、 どうにか 御 都 

合 は 出来ますまい かな あ。 詰まり なんとか 別な 詞で言 

ふわけ に は 行きますまい かな あ。」 

かう 云 ひ 出した ので、 此 対話の 終に は、 将来 革命と 

いふ 詞の 代りに、 カタ スト 口 フエと いふ 詞を使 はせ よ 

うと 相談した。 此詞も 万 己む を 得ざる 場合に 限って 使 



はせ ようと 云 ふので ある。 

さて 此 対話の 跡で、 双方に 多少の 不満足が 残った。 

交際が 次第に 冷 かにな つた。 終に は 毎日 衝突 をす る。 

誤解が 重なる。 とう/ \ 本物の カタ スト 口 フエが 来た 

ので ある。 

「どうも 困ます な あ。 なぜ 外国 通信の 欄の フランスの 

部 丈 全文 をお 削りに なった のです か。」 

「いや。 もう 好い加減 にして 貰 ひたいです からな あ。」 

説明 を 拒む やうな、 不愉快な 口吻で ある。 

「どうも 全文 削除と なって 見る と、 理由が 伺 ひたいの 

です が。」 



所の 国に 対して、 どうと 云ふ考 のない こと は、 あなた 

だってお 分かりで せう がな あ。」 

大ぶ 話の 調子が 変って ゐ るので、 夫人 は 戸の 外で 立 

聞 をして ゐる。 そして かう 思って ゐる。 「なんだ つて、 

此頃は 二人で 喧嘩ば かりして ゐ るの だら う。 変な 事に 

なった もの だ。」 とうく 夫人 は 戸 を 開けて 這 入った。 

「あなた、 なぜ そんなに 宅 をお 困らせなさい ますの。 

こんな 年寄り を。」 

「好い よ/ \、 グラッシ ャァ。 お前なん ぞが 出なくて 

も 好い よ。 ほんに/ \ 己 は 気で も 違 はなければ 好い 



「ねえ、 あなた。 ミハイル. イワ ノヰ ツチ ュ さん。 宅 

は 新聞の 事で、 随分 色々 な 目に 逢って ゐ ますので すか 

ら、 どうぞ あなた までが、 そんなに 仰 やらないで。」 

「い、 え、 奥さん、 どうも それ は 違 ひますな あ。 わた 

くしが 御主人 をお いぢめ 申す のではありません。 御主 

人が わたくし 共 をお いぢめ になります ので。」 

「あら。 そんな 事 を 仰 やった つて、 わたくし 本当 だと 

は 思 ひません。 蠅ー 匹 殺さない 宅の 事で ございます も 

の。」 

プ ラトンの 出る 地方 庁の 事務室に も、 自宅に も 電話 

が 掛かって ゐる。 役所に 出て ゐて も、 内に ゐて も、 ち 



電話 は 切れた。 「やれく。 増俸 も 何もあった もの 

ではない。 こんな 目に 逢 はずに 済む ことなら、 こっち 

から 三百 ルゥ ブル 出しても 好い。」 

或 る 日 編輯 長が プ ラトン の 事務室 に、 慌 た、； - しく 這 

入って 来て、 非常に 不平な 様子で、 議論 をし 掛けた。 

「あんまり ひど いぢゃありません か。 どう 云 ふお 考だ 

か、 わたくしに は 丸で 分かりません な あ。 なぜ あの 排 

水 工事の 記事 をお 削りに なった のです。」 

此 記事が 削除せられ たに は、 決して 理由がない こと 

はなかった。 それ はかう である。 先頃 新聞に 巿の 経理 

の 記事が 出た。 プ ラトンが 検閲して 通過 させた ので あ 



「どなたで すか。」 

「知事 だが な あ。 なぜ 排水 工事の 記事 を 削除す るの 

ゝ _ 

力 」 

プ ラトンの 顔 は 真っ赤に なった。 そして 目 をき よ 

ろ/ \ させて、 救 を 求める やうに、 あたり を 見廻した _ 

それから 間もなく 真つ 蒼に なった。 そして 先頃 宴会で 

胴上げ をせられ た 跡でした やうな 手附 きをした。 

「どうも、 その、 巿の 事が あま リ 悪く 書き 過ぎて あり 

ますので。」 微かな、 不糙 かな 声で ある。 

「なに。 ちっとも 聞えない。 な ー ぜ ー は ー い ー す ー 

ゐ ー こ— う ー じ ー の— き— じ ー を ー つ— う ー くわ ー 



長い間 ぢっ として ゐた。 只 受話器 を 持った 左の 手が ぶ 

る/ \慄 えて ゐる。 そして 右の 目の 筋肉が 痙攣 を 起し 

てゐ る。 

プラト ンは水 を 一 ぱい 飲んだ。 併し 全身の 疲労と 不 

安と は 恢復し ない。 脈が 結 代す る。 外貌 は 定めて 余程 

あぶなく 見えた であらう。 その 室に 這 入って 来た 下級 

参事官 は、 もう 此人も 長く はない。 此 位置が 明くな と 

思った さう である。 どうも 気分が 悪くて 事務が 執れな 

ひるめし 

いと 云って、 辻 馬車に 乗って 帰った。 午 食 は 食べた く 

ない と 云って 食はなかった。 晚方 印刷所から 校正刷 を 

持った 小僧が 来た 時には、 プ ラトン は 少しも 見ずに、 



会談 をした ので ある。 それが こんな 事 を 囁く。 「どう 

です か。 念の為め 今一度 承知して 置きたい のです がな。 

どうしても フランスの 記事 を 一 切通 過 させない と 仰 や 

るので すか。」 とうくし まひに は、 平生 仲 善しの 衛生 

課長が 幻の やうに 見えて、 顔 をく しゃ/ \ にして 叫ん 

でゐ る。 

「どうも 個人攻撃 は 行かん。 我輩の 監督して ゐる 汚物 

排除 は 善く 行 はれて ゐ るのに、 毎号 新聞で 悪く言 つ て 

ある。 なぜ あんな 記事 を 通過させる のです か。 どうも 

其 筋へ 言 はんで は 済まさ れんです。 怪しからん。」 

そのうち 体の 中で 不思議な 感じが した。 何物 かがち 



ぎれ て、 ちく/^ 引き 吊って、 ぶる/ \ 震えて ゐる。 

それから 傍の 卓の 上に ある コップの 水 を 取って 飲まう 

とすると、 右の 手が 言 ふこと を 聞か なくなって ゐた。 

丸で 手ではなくて 外の 物の やうであった。 

プ ラトン はび つくりして、 「グラッシ ャァ」 と 一 声 呼 

しゃが 

んだ。 その 声が 小さくて、 咳 枯れて ゐて、 別人の 声の 

やうであった。 夫人 は 隔たった 室に ゐ たので、 此 声が 

聞えなかった。 小さい ニノ チ ユカが ゴム 毬を 抱いて 走 

つて 来て、 す、 V しい 声で 云った。 

「お 父う さん。 何 御用。 お 母 あさん を 呼び ませう か。」 

夫人が 室に 這 入った 時には、 プ ラトン は 泣いて ゐた。 



そして 左の 手と 足と が 利か なくなって、 右の 目が 見え 

なくなつ たの を、 容易に 打ち明けて 言はなかった。 



夫人の 話の 済んだ 時 は 二 時が 鳴って ゐた。 

「さあ。 もう そろ/^ 行かな くち や あ。」 学士が かう 

云った。 

「もう 目を醒 まして ゐる かも 知れません。 ちょっと 見 

てま ゐり ませう。」 夫人 は 泣き出し さうな 声で かう 云 

つて、 病室へ 行く。 

「どれ。 行って 見 ませう。」 学士 は 夫人の 跡に 附 いて 

行く。 
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